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開
か
れ
た
大
学

Ｔ
Ａ
Ｐ

取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一
九
九
九
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
芸
大
取
手
キ
ャ
ン
パ

ス
の
教
官
・
学
生
と
、
地
域
の
人
々
が
協
同
で
運
営
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
で
あ
る
。
若
手

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
育
成
に
、
大
き
な
力
を
注
い
で
き
た
三
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
る
。

「
Ｔ
Ａ
Ｐ
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に

つ
い
て

「
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
通
称
Ｔ
Ａ
Ｐ)

は
、
一
九
九
九

年
、
東
京
芸
術
大
学
取
手
校
地
に
発
足
し
た
先
端
芸
術
表
現
科
の

提
案
に
よ
り
取
手
市
で
始
め
ら
れ
た
文
化
事
業
で
す
。
本
学
（
先

端
芸
術
表
現
科
）
と
取
手
市
行
政
機
関
（
取
手
市
役
所
、
教
育

委
員
会
、
文
化
事
業
団
、
商
工
会
）、
そ
し
て
市
民
（
ア
ー
ト
取

手
）
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
実
行
委
員
会
を
つ
く
り
、
若
い
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
育
つ
た
め
に
必
要
な
機
会
を
提
供
し
、
市
民
の
ア
ー

ト
に
対
す
る
関
心
と
意
識
を
高
め
、
地
域
に
お
け
る
芸
術
文
化
の

活
性
化
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画

と
運
営
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
二
○
○
○
年
か
ら
は
、
公
募
に
よ

る
野
外
ア
ー
ト
展
「
取
手
リ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
取
手
在
住
作
家
等
に
よ
る
「
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オin

取

手
」
が
、
毎
年
交
代
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
端
芸
術
表
現
科

で
は
Ｔ
Ａ
Ｐ
を
実
践
的
教
育
の
機
会
と
捉
え
、
授
業
の
一
環
と
し

て
取
り
組
ん
で
お
り
、
毎
年
多
く
の
学
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ａ
Ｐ
２
０
０
０
「
取
手
リ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
は
、「
家
　
郊
外
住
宅
」
を
テ
ー
マ
に
、
家
そ
の
も
の

を
使
っ
た
大
が
か
り
な
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
招
待
作
家
と

全
国
公
募
で
選
ば
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
り
市
内
各
所
で
実
現

さ
れ
、
各
方
面
か
ら
大
き
な
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
、
Ｔ
Ａ
Ｐ
２
０
０
１
「
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オin

取
手
」
で

は
、
十
一
月
二
十
四
日
〜
十
二
月
九
日
の
会
期
中
、
取
手
市
在

住
作
家
の
ア
ト
リ
エ
を
公
開
す
る
「
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
」
と
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ノ
ナ
ス
を

招
聘
し
て
行
な
わ
れ
た
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」

を
メ
イ
ン
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
取
手
市
小
学
一
年
生
全
員
に
よ
る
児
童
画
展
（
市
内
全
域
の

商
店
店
頭
に
展
示
）、
市
民
や
子
供
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、
ア
ー
ト
を
幅
広
く

楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
年
間
を

通
し
て
市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
先
端
芸
術
表
現
科
の
授
業
公
開
な
ど
が
継
続
的
に
行
な
わ
れ

て
、
関
係
者
相
互
の
意
識
の
共
有
化
が
計
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
わ
た
な
べ
・
よ
し
あ
き
／
美
術
学
部
先
端
芸
術
表
現
科
助
教
授
）

こ
れ
ら
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
逐
次
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

U
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L:http://w
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im
a.fa.geidai.ac.jp

取手リ・サイクリング
アートプロジェクト

1999
1999年4月の先端芸術表現科の設立を契機に催さ
れた第1回のプロジェクト。出品作品は前年10月に
一般公募されたものから15点が選ばれた。町中に
展示された多彩なアート作品を、観客は取手駅前
に設置された色とりどりのリ・サイクル自転車に乗
って、サイクリングを楽しみながら見て回るという、
ユニークな鑑賞法が試みられた。ふだんは馴染みの
薄いアートに親しみつつ、取手の町を再認識する
機会を提供しようという試みである。

取手リ・サイクリング
アートプロジェクト

2000
茨城県取手市は、東京のベッドタウンとして、新旧が混
在した多様な表情を持っている。2000年のプロジェク
トでは「家・郊外住宅」と題して、住空間をモチーフ
にした作品を募った。内外から応募された131点の作品
プランを展示するプロポーザル展と、その会期中に開か
れた公開選考会によって、6人の作家を選出。３人の招
待作家の作品と合わせて、「住むこと」に対してさまざ
まな問題を提起する斬新な作品が取手に展開した。

リ・サイクリングアートプロジェクト ロゴマ
ーク 日比野克彦デザイン

「取手リ・サイクリングアートパレット」JR取手東口駅前
放置自転車をリ・サイクルして作られたこの作品は常設され、
TAPのシンボルとなっている

TAP99「屋台をつくろう！」村山華子
出品作家の村山華子は、翌年、先端芸術表現科に入学

右：「時の堆積」島田忠幸

TAP2000プロポー
ザル展　公開選考会
風景／磯崎新（建築
家）今福龍太（文化
人類学者）らゲスト
審査員を迎えて公開
で行なわれた

「Toride city 2000」
ホンマタカシ／制作
中の作者と先端芸術
表現科学生

2

渡
辺
好
明
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取手アートプロジェクト

2001
2001年のメイン企画は「オープンスタジオ in 取手」取手市と同市
に隣接する竜ヶ崎市、藤代町、利根町に在住するアーティストの制
作現場を訪ねて、芸術創造の現場を体験しようという試みである。
趣旨に賛同してアトリエを解放したアーティストは、芸大の助教授
や卒業生から、地元の彫刻家、工芸家等さまざま。取手市の奥深さ
を感じさせた。先端芸術表現科・木幡和枝教授によるG.Ｍ.Ｃ（ゴ－
ドン・マッタ=クラーク検証プロジェクトの一環として、リチャー
ド・ノナスによる〈アーティスト・レジデンス〉も開かれた。

上：「タイムトンネル」田中大造＋山嵜一也 「ウチを開く」北川貴好

右：「REmain in Light 」西島治樹／この作
品は、リンツ（オーストリア）のアルスエレク
トロニカでメディアアート大賞候補に選ばれた。
上：制作中の作者と先端芸術表現科学生

上：学生と打ち合わせを行なうレジデンス
アーティストのリチャード・ノナス（上野
キャンパス） 下：「オープンスタジオ」
工藤晴也助教授（壁画）の工房では様々な
モザイク材料を見ることができた

「オープンスタジオ」アトリエ蔵
本学出身の３人の石彫家が農協から提供された穀物
倉庫を共同スタジオとして改装して使っている

オープンスタジオ ロゴマーク
日比野克彦デザイン

制作を手伝う先端
芸術表現科学生




